
広報いずみ

まちのお金の使い方特集

市長選挙により「骨格予算」として動き出した令和 4年度当初予算に、
政策的な施策を含めた「肉付け予算」を追加し、
令和 4年度の本格的な予算が確定しました。
今回の特集では、まちのお金がどんなことに使われているのか、
昨年度までの主な事業と、今年度の重点事業をお知らせします。

☎ 財政課
（63-4025）

1 令和3年度までの主な事業
●全市立学校等に

エアコン・タブレット設置 ●子育て支援室の移転拡充

●出水総合医療センター
経営改善 ●安心サポートセンターの設置

●「出水ツルの越冬地」
ラムサール条約湿地登録

●光ブロードバンドの
市内全域整備

● 鶴の恩返し奨学金の創設

その他多くの事業に取り組みました

● 総合運動公園陸上競技場の全天候化

● 屋根付き市民ふれあい広場整備着手
　 （令和 5年度かごしま国体までに完成）

● 新型コロナウイルスワクチンの迅速な接種体制の確保

● 南九州西回り自動車道の整備促進と直結型「道の駅」整備着手
● 新型コロナウイルス感染拡大に伴う経済対策・支援対策の実施● 道路区画線等交通安全施設整備

● 自治会の自主防災組織 100％

こどもの安心

いのちの安心

くらしの安心
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※青字は前年当初予算比

市税

　分担金・負担金
　使用料・手数料
　諸収入ほか

　地方譲与税
　地方消費税交付金ほか
　地方交付税
　国庫支出金
　県支出金
　市債

歳入
58 億 5,221 万円（21.0％）→ 1 億 7,601 万円増
＜市税の内訳＞

1億 258 万円（ 0.4％）→ 430 万円増
4 億 996 万円（ 1.5％）→ 800 万円減
19 億 4,097 万円（ 6.9％）→ 2 億 5,213 万円減

2 億 9,790 万円（ 1.1％）→ 2,617 万円増
12 億 8,654 万円（ 4.6％）→ 1 億 6,986 万円増
90 億 7,096 万円（32.5％）→ 5 億 9,269 万円増
53 億 4,606 万円（19.2％）→ 12 億 5,197 万円増
26 億 477 万円（ 9.3％）→ 4 億 5,178 万円増
9 億 8,660 万円（ 3.5％）→ 4 億 9,610 万円減

市民税 / 21 億 8,084 万円　固定資産税 /30億 5,622 万円
軽自動車税 / 2 億 3,815 万円　市たばこ税 /3億 7,700 万円
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依存
財源

～　　自主財源（29.8％）1 4

～　　依存財源（70.2％）5 10

自主
財源

110 億 260 万円（39.4％）→ 2 億 243 万円増
32 億 798 万円（11.5％）→ 2,476 万円増
26 億 8,110 万円（ 9.6％）→ 1,345 万円減
26 億 4,387 万円（ 9.5％）→ 8 億 8,946 万円増
24 億 7,844 万円（ 8.9％）→ 5 億 2,659 万円減
24 億 229 万円（ 8.6％）→ 2 億 2,914 万円増
14 億 2,829 万円（ 5.1％）→ 4 億 1,910 万円増
10 億 3,154 万円（ 3.7％）→ 6 億 3,294 万円増
7 億 2,457 万円（ 2.6％）→ 140 万円増
1 億 7,369 万円（ 0.6％）→ 419 万円減
1 億 2,418 万円（ 0.5％）→ 6,155 万円増

民生費
　総務費
　公債費
　土木費
　教育費
　衛生費
　農林水産業費
　商工費
　消防費
　議会費
　その他
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義務的経費　155億 7,138 万円（55.8％）
任意的経費　123億 2,717 万円（44.2％）

一般会計　［ 歳入・歳出の内訳 ］

令和 4 年度　278 億 9,855 万円
令和 3年度　259億 8,200 万円

一般会計の予算規模は、令和 3年度比で 19 億 1,655 万円の増となり
ました。増加した要因は、屋根付き市民ふれあい広場の整備や総合体育
館の改修、プレミアム商品券等の地域経済支援対策が挙げられます。

令和 4 年度　146 億 805 万円

国民健康保険　 74 億 9,871 万円
後期高齢者医療　8億 2,100 万円
介護保険　　 　62億 5,615 万円
交通災害共済　　　　1,536 万円
地方卸売市場　　　　1,683 万円

令和 4 年度　102 億 2,168 万円

水道事業　 　12億 1,339 万円
下水道事業　 28 億 4,203 万円
病院事業　　 61 億 6,626 万円

特別会計

企業会計

※黄字は前年当初予算比歳出

２令和4年度予算

R2 R3 R4※見込み

約162億円約170億円約167億円

下段：財政調整基金

上段：その他基金
中段：減債基金

上段：企業会計市債
下段：一般会計市債

（年度末）

基金残高の推移［ 貯金 ］

市債残高の推移［ 借金 ］
約416億円 約399億円 約375 億円

R2 R3 R4※見込み （年度末）

【基金残高減少見込みの主な要因】
・屋根付き市民ふれあい広場整備事業
・小学校施設整備事業

※企業会計は、収益的支出と資本的支出の合計額

まちのお金の使い方
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こどもの安心

いのちの安心

学校給食費助成事業
［3,500 万円］

● 保育所等給食支援事業［1,050 万円］
● 学校給食物価高騰対策事業［1,000 万円］　

　 総合体育館あんしん快適空間整備事業
 　［4,000 万円］　

クレインパーク芝生広場
インクルーシブ遊具整備事業［1,950 万円］　

小学校施設長寿命化等改修・机椅子更新事業
［5,780 万円］

● 保育所等整備事業費補助金［9,116 万円］

● 伝統文化親子体験フェスタ開催事業［380万円］
● 安心カメラ設置事業［850万円］

出水総合医療センター医療機器更新事業
［8,138 万円］

新型コロナウイルスワクチン接種事業
［6,352 万円］

道路・河川整備維持補修事業
［4億 5,120 万円］

● 住民税非課税世帯等臨時特別給付金給付事業［1億 1,130 万円］

生活困窮者自立支援金給付事業
［422万円］

● 県単急傾斜地崩壊対策事業［1,050 万円］
● 避難所感染症対策備品購入事業［140万円］
● 消防団車両購入事業［3,900 万円］

3

● 川﨑宗則氏・吉村裕基氏による野球教室開催事業［110万円］

令和 4年度の主な事業

市立小中学校および義務教
育学校に通う児童・生徒の
給食費を 9月から助成。

-助成額 -
第 1子・第 2子 ▶ 1,000 円 /月
第 3子以降 ▶ 実費相当額

校舎等の劣化度の高い施設
の改修を行う。
出水地域の児童用机・椅子
を更新する。
-机 ･椅子更新対象学校 -
上場小 /西出水小 /切通小 /鶴荘学園前期課程

マルマエスポーツセンター
出水に空調設備を設置し、
スポーツ利用環境の向上や
指定緊急避難所としての活
用を図る。

-令和 4年度は空調の設備設計およびトイレ改修を行う -

障がいの有無や年齢等に関
わらず、誰もが一緒に楽し
めるインクルーシブ遊具を
設置する。

CP-02105V_E2P1860-001_01CP-02105V_E2P1860-001_01

プレイポートワンダー インクルーシブプレイポートワンダー インクルーシブ

より良い医療の提供を図る
ため、AI 搭載型のCT装置
への更新および、全身麻酔
器の購入・PCR 検査装置
の追加購入を行う。

60 歳以上または基礎疾患
のある 18 歳以上 59 歳以
下の市民で 4 回目接種を
希望する方が安心して確実
に接種できる体制の整備。

緊急小口資金等の特例貸付
が既に終了した世帯等で一
定の要件を満たす生活困窮
世帯に対し、就労による自
立を図るため、自立支援金
を支給する。

交通量の多い箇所の区画線
補修や、危険箇所の整備な
ど、道路・河川・橋梁の整
備や維持補修を行う。

イメージ

● 高齢者元気度アップ・ポイント事業［550万円］

● 新規創業者支援事業［700万円］

※各分野によって支援内容が異なります

イメージ

まちのお金の使い方まちのお金の使い方

06



広報いずみ

くらしの安心

ラムサール条約登録「出水ツルの越冬地」
利活用推進事業［1,771 万円］

人材確保・育成推進事業［1,250 万円］

屋根付き市民ふれあい広場整備事業
［3億 8,281 万円］

地域活性化施設整備事業
［3,000 万円］

● 東光山花見山公園整備事業［2,431 万円］

みんなで守るふるさと市道・農道
管理事業［7,380 万円］

● 出水ＩＣ周辺排水路・配水管整備事業［1億 4,020 万円］
● マイナンバーカード普及促進事業［１億 5,100 万円］
● プレミアム付商品券発行事業［2億 8,330 万円］

農林水産物消費拡大等推進事業
［1,050 万円］

● 企業立地促進事業［１億 8,623 万円］
● 地場産業販路拡大促進事業［700万円］
● 子ども医療費助成事業［1億 7,509 万円］
● 育児用品購入券交付事業［1,745 万円］
● リノベーションまちづくり事業［500万円］
● 魅力ある商業空間創出事業［480万円］

● 稼げる観光地づくり事業［1,881 万円］
● 移動販売支援事業［500万円］
● 国道 504 号（柴引地内）配水管整備事業［2,600 万円］
● 高齢者元気度アップ・ポイント事業［550万円］
● 出水ふれあいバス運行事業［5,235 万円］
● 新規創業者支援事業［700万円］

まだまだたくさんの事業があります！

広域的な防災拠点施設とし
ての機能に加え、幅広い世
代のふれあいの場としても
利用される屋根付き市民ふ
れあい広場を整備する。

南九州西回り自動車道に直
結する地域活性化施設（道
の駅）の整備を行うにあた
り、令和 4 年度は接続道
路等の詳細設計を行う。

『きれか道プロジェクト』
として市道・農道の除草等
を行う各種団体への支援や
花苗支給を行い、道路環境
保全の強化を図る。

市内直売所の魅力向上や高
品質商品の出荷体制の確
立、地産地消の仕組みづく
りを行うことで、生産者の
所得向上に繋げる。

人材不足解消を図るため、有資格者の現場復帰促進や新卒者の雇用支援などを行う。

1年以上現場を離れた有資格者の現場復帰 ▶ 常勤：月額 1万円（最大 2年間）
資格を取得した新卒者が市内事業所に就職し、
奨学金の返済を抱えている場合、その返済額の一部を補助 ▶ 上限年 10万円（最長 3年間）

【保全・再生推進】わら保護柵設置 /島津樋門跡地説明板設置

環境保全と産業振興の両立を目指し、4つの視点から利活用を推進していく。

【賢明な利用推進】エコツーリズムガイド支援 /ツル観察ハイド導入
【交流・学習推進】野鳥観察会 /湿地の写真コンテスト
【越冬地利用調整】電気自動車の活用 /越冬地での利用調整　など

【支援分野】　福祉 /介護 /保育 /医療 /農林水産業 /建設業

島津樋門跡地説明板 エコツーリズムガイド支援

湿地の写真コンテスト 越冬地での利用調整

イメージ

※各分野によって支援内容が異なります

まちのお金の使い方
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